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 Chlordiazepoxide (BALANCE) was applied for twenty seven neurotic patients in urological 

practice, and sixteen patients showed remarkable response. Eight also responded well and two 
did not improve with this medication. As a side effect, hypnotic effect was seen  in 4 cases but 
not serious. Chlordiazepoxide (BALANCE) is recommended as a valuable tranquilizer for 
neurotic disorders in Urology.

1緒 言

最 近 泌 尿 器科 領 域 に お い て も,い わ ゆ る神 経

症 と診 断 せ ざ る を得 な い疾 患 が 増 加 し,そ の対

策 に は重 要 な 関 心 が払 わ れ て い る.こ れ らの泌

尿 器科 神 経 症 に対 し,た とへ 原疾 患 が 器 質 的疾

患 であ つ て も,そ の後 の病 状 に よつ て神 経 症 と

診 断 され る場 合 には 何 ん ら かの 病 的 心 因 が あ

り,こ の 治療 として 向精 神 剤 の 適応 が考 え られ

る のは 当然 であ る.

向精 神 剤 といつ て もそ の薬 種 は多 様 で,中 で

も最 近 特 に精 神 安定 剤(ト ランキ ラ イザ ー)と

してMeprobamate,Ectylurea ,Phenothiaz-

ine,Reserpille等 の化 合物 が 各科 領 域 に使 用 さ

れ,精 神,神 経 科 領 域 に 画期 的 な改 革 を もた ら し

た こ とは周 知 の通 りであ る.し か しこれ ら従来

の製 剤 は,本 来 の トランキ ラ イザ ー とし てそ の

効 果 や,副 作 用 の点 で尚 不 充 分 な も の を残 し て

いた.最 近 従 来 の}ラ ン キ ラ イザ ー製 剤 とは 全

く異 な る新 しい精 神 々経 平 衡 斉11としてChlor-

diazepoxide(Balallce一 山之 内)が 登 場 し た
.

本 剤 は1959年 ス イスRoche研 究 所 のStern-

bachに ょっ て合 成 され た もの で,日 本 で は

Balallce(山 之 内 製 薬)と し て市 販 さ れ て い

る.最 近 吾 々 は この新 し い神 経 平 衡 剤 を 入手

し,泌 尿器 科 領 域 で の神 経 症 々状 を呈 す る疾患

に 応 用 し,臨 床 成 績 を 得 た の で 報 告 す る.

皿Balanceの 特 長 と構 造

Chlordiazepoxide(Balance一 山之内)の 構造式は

次の如 くであ る.

NHCH3

【

Cl-()(1二淋 ・α
ll

/＼O

l[1

＼ ノ

(7-chloro-2-methylamino-3-pheny1-3H-1,

4-benzodiazepine-4-oxide)

従 来 の所 謂 トラン キ ラ イザ ー といわ れ る製 剤 と全 く異

な つ た新 しい構 造式 を もち,基 礎 的 研 究 結 果 か ら,精

神 平 衡剤 と して 極 め て優 れ た 特長 が あ る とい われ る .

臨 床 的 な主 な る特 長 を次 に 列 挙す る.

(1}従 来 の トラソ キ ラ イザ ー よ り も向精 神 作 用 が広

く㌶ 広 い ス ペ ク トル の情 動 疾 患 に 奏効 す る .
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② 過度の不安,緊 張に対 しては勿論,恐 怖症,強

迫神経症に強い効力を有 し,更 にてんかん発作,て ん

かん性格変化に有効である.

(3)催 眠作用はな く,か えつて気分 を高揚 させ,目

常活動は全 く自由で ある.

(4)副 作用は極 めて少 く,安 全な化合物であ る.

皿 対称及び使用方法

対称 とした患者 は,主 として膀胱,尿 道神経症 々状

を呈 した もの27例 で,そ の内容は第1表 の 如 くで あ

る.原 病或は合併症 の存在する場合は,そ の原疾患に

対す る治療を行 い,対 称疾患の基準 として,5日 以上

尿 中菌陰性が続 き且つ尿 路器 質的疾患のないと思はれ

るものを撰んだ.

Balance使 用期間は,最 長7週 間か ら最短5日 間迄

の範 囲であ る.

使用量は1日10mgか ら60mgま での範 囲で,大

多数の症例は1日30mg～60mgを2回 ～3回 に分服

させた.叉 原則 として他種薬剤の併 用,附 加は しなか

つた.

効果判定 は,投 与後完全 に症状の消失を きた し全 く

治療 の必要 がな くなつた ものを著効(柵),充 分有効 と

判定出来 るものを有効(昔),自 覚的に も又他覚的に

も効果を認め るが,一 部症状が残 り,尚 積極的治療を

必要 とす るものを稽有効(+),症 状に変化を認めな

い ものを無効(一)と して表示 した.

IV成 績

全症例27例 で,膀 胱神経症12例,刺 戟膀胱5例,尿

道神経症7例,そ の他3例 である.著 効例 と有効例 と

を合せると全症例27例 中17例(著 効6例 有効11例),

稽有効8例,無 効2例 であ る.患 者が症状改善を 自覚

し始める時期は,内 服開始2～5目 後で,使 用期間は

5～10目 間が大多数であ る.

投与量は成人1目30mg～60mgで あるが,経 過に

よつて次第に滅量 し投薬中止に至 らしめた.

全症例27例 中何 ん らかの副作用を認めた もの7例で,

いつれ も軽度な ものであつた。又副作用を認めた7例

中6例 が投与量1日60mgの 症例で,これ らの副作用

はいつれ も減量に よって消退 している.1日 量40mg

以下の投与 では副作用例1例 のみであつた.

次に代表 的な数例にっいて述べ る.

症例i膀 胱神経症,42才,9

約3ケ 月前,頻 尿,排 尿後尿道部不快感あ り急性膀

胱炎の診断で約1ケ 月の加療を うけた.こ の間症状は

一進一退で軽快せず,尿 中菌が認め られないに も拘 ら
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ず膀胱症状が続 くため精査を依頼 された.初 診時 の尿

検査では,清 澄酸性,蛋 白(一),赤 血球(一),白 血球

(2～3ケ/全 視野),菌(一)膀 胱鏡検査,レ ン ト

ゲン検査で も異常な く,外 陰部の理学的所見 も正常で

あつた.

Balance30mg/目,分3に て先づ3日 間投与 した と

ころ2目 目より症状の改善が 自覚され るようにな り,

更に引続 き20mg/日 分2,投 与7日 闘で全 く軽快治

癒 した.患 者 より全 く感謝 された一例であ る,

症例20尿 道神経症,性 神経症,32才,6.

約3年 前単純性尿 道炎に罹患 し充分加療 後 結 婚 し

た.そ の後尿道部の不快感及び会陰部の圧迫感があ り

各地の病院で受診す るも異常な しといわれた.約1ケ

月前某病院で不妊症 と診断 された後,頻 尿が著 明とな

り日中8～9回,夜 間3回 程度の排尿 があつた,又 排尿

後粘稠な分泌物があ り,性 交 も早漏状態で満足出来な

いとい う.初診時の腹部,外 陰部の理学的所見は正常.

検尿で尿黄色,清 澄,蛋 白(一),ウ ロビ リノーゲン

(+),赤 血球(一),白 血球(一),上 皮(+),菌(一).

直ちにBalance60mg/日 分3,7目 間投与 した.5

日目頃には夜間頻尿が1回 に減 り,仕 事の活動性が 目

立ち,精 力 も充進して きた と言 う.7日 目には排尿回

数 は正常に近 くな り,尿 道部不快感 も消失 した.投 薬

はそ の後7日 間60mg/日 を続 け,(全 投与 日数14日 間)

治療を中止 したが,そ の後膀胱尿道に関す る訴は全 く

ない

症例15刺 戟膀胱(膀 胱腫瘍切除後),44才,3.

昭和37年5月 左尿管 口附近 の栂指頭大乳頭腫で膀胱

高位切開腫瘍切除術を実施.術 後3週 間で 尿 中 桿 菌

(+),赤 血球(+),白 血球(+)と なつたが排尿

回数は 日中夜間共2時 間に1度 とい う頻尿が続いた.

フラダンチソ内服 とキモプシソ注射 による加療を8目

間続け尿中菌(一)と な り排尿痛,残 尿惑な ど全 くない

にも拘 らず,頻尿は依然 として続いた.Balance60mg

/目分3,7日 間投与で 日中5～6回,夜 間0～1回

の尿回数 とな り劇的に効奏 し,そ の後投薬中止しても

症状の再発はなかつた.尚 この症例ではBalance服 用

と同時に便秘症 とな り腹部膨満 感を訴えたが,投 与中

止で直ちに軽快 した.

症例14刺 戟膀胱(前 立腺経尿道的電気切除後),

74才,6.

前立腺肥大症のため約1年 前経尿道 的切除術(T.U.

R.P.)を 実施 した,その後約6ケ 月して排尿障碍を きた

しT.U.R.P.の 再手術を行つた.術 後 ウロサイダール,

トリピュール洗糠で尿所見及び排尿状態は良好となつ

た.約2ケ 月前 から夜間頻尿を認め次第に増 悪し来院
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時は夜間4～5回,日 中5～6回,同 時に残尿 感 下

腹部膨満感あ り.検 尿で尿中菌(一),赤 血球(一)・

白血球(極 少)尿 道撮影略正常像.膀 胱鏡検査で膀

胱容量400cc,粘 膜 には梁形成を認め る 以 外 所 見 な

し.残 尿10cc.フ ラダソチソ400mg5日 間投与す

るも全 く症状の改善み られずBalance600mg/目 分

3,7日 間投与 した.服 用3日 目頃 より排尿時の緊張感

が とれ夜間尿1回 となる.し か し残尿感は続 くので内

服を続けた ところ5日 目頃 より眩驚 下半身の脱力感

が発現 し,8日 以降は40mg/日 分2と 減量 し5日 間

続けた.こ れで副作用は殆 んど消退 し,膀 胱症状は軽

快 したので更に内服20mg/日 分2,7日 間続けて治

療 を打切つた.前 立腺手術後にみ られた刺 戟 膀 胱 に

Balanceの 奏効 した一例である,

症例2膀 胱神経症,44才,♀

8ケ 月前 に子宮筋腫で子宮摘出術 を受 く.残 尿感,

膀胱部不快感,排 尿後のシ ビレ感が続いたが ウロサイ

ダル等の服用でほぼ軽快 した.約1週 間前に風邪気味

とな り微熱が続き5日 前 よ り常時膀胱部不快感,排 尿

力の減退を訴え来院 した.初 診時 の尿検 査では全 く正

常で,残 尿 も認めなかつた.外 陰部及び,下 腹部の理

学的所見は異常ない,Balance60mg/日 分3,7日 投

与.服 用2日 目より気分爽快 とな り,下 腹部の不快感

はやや改善 されたが,全 身脱力感及び催 眠作用が認め

られた.そ こで40mg/日 分2と して更に14日 間続け

た ところ副作用は軽度の催眠を訴 えるのみ と な っ た

が,膀 胱症状は殆ん ど改善 されず結局投薬 を 中 止 し

た.尚 内服中止後症状は再び悪化 し,副 腎皮質ホルモ

ソの使用で快方に 向いつつある.

症例19膀 胱神経症3才,9

正常分娩.発 育栄養良好であるが,約5日 前か ら突

然 日中のみの頻尿(5～10分 に1回)と な り,3日 前

か らは尿失禁 の状態 となつた.夜 間は就寝後1度 も排

尿 な く,よく熟睡する.初診時所見:栄 養良好,体 格 正

常,胸部及び腹部理学 的所見正常 外陰部は尿のため軽

度の急性湿疹を認めた.尿 は,略 澄 明であるが,尿 中

桿菌(少 数)を 認め,赤 血球(一),白 血球(+)の

ためサル ファ剤シロップ投与を行 うと同時に,外 陰部

湿疹に対 して軟膏療法を行つた.5日 間の治療で尿失

禁状態は改善されたが,1時 間に約1回 とい う頻尿は

継続 した.外 陰部湿疹はほぼ治癒 した.こ の時検尿で

尿中菌(一),ヌ 再 三に亘る嶢虫検査 も陰性.Balance

20mg/日 分2,5日 間投与.2日 目よ り尿回数が次第

に減少 し始め5日 目には尿 回数は1日5～6回 とな り

完治 した.5日 間で投与中止 したがその後2週 間再発

症状 はない

症例3膀 胱神経症,5才,6.

約2週 間前にテ レビを購入 し,夕 刻のテ レビ ドラマ

の時間になる と落着かない態度が しば らく続 い て い

だ.1週 間程前 からテレビの時間になる と10分間隔で

排尿があ り,次 第に この ような頻尿 が午後か ら就寝時

まで続 くようになつた.夜尿はない,初 診時 の理学的所

見正常,検 尿 異常を認めず.嶢 虫検査陰性.性 格は比

較的明朗,Balance20mg/日 分2,7日 間投与.服 用

開始後3目 目には尿 回数が減少 し,7日 目には テレビ

をみて もイライ ラせず,尿 回数は殆ん ど正 常 に 帰 し

た.し か しテレピ ドラマの始 まる直前 に必ず排尿す る

状態は続 いてい る.引 続 きBalance10mg/日7日 間

投与するもその後患者 の来院がない.

症例27夜 尿症,6才,6.

生来夜尿が続いているが最近次第に増悪 し夜半まで

に1・V2回,朝 までに2～3回 の夜尿をきたす ように

なった.3ケ 月前か ら内服薬に よる治療を受けたるも

効な し.て んかん発 作等 の経験な し.身 体発育良好.

初診時理学所見正常.尿 黄色清澄で異常所見な し.嶢

虫検査陰性.Balance10mg(夕 食後)7日 間投与

し,同 時 に夜尿に関す る一般的注意を与えた.5目 目

には夜半1回 のみの夜尿 とな り,続 いてBalance20

mg/日 分2,7日 聞服用中夜尿 は完全に起 さ な か っ

た.試 みに内服を中止 した ところ翌 日よ り再び2回 の

夜尿が起ったのでBalance20mg投 与を7目 間延長

した.そ の後3日 乃至4日 に一度の夜尿が起つてい る

が,日 常 の性格が陽気 にな り且っ従順 にな つ た と い

う.現 在 内服継続 し経過観察 中である.

V総 括 及 び 考 按

泌 尿 器 科 領 域 の各 種 神 経 症 に 対 す る精 神 神 経

安 定 剤 の使 用 に関 す る報 告 例 は 少 くな い が ・新

し く開 拓 され たChlordiazepoxide(Blallce一 山

之 内)に つ い て の 報 告 は,未 だ一,二 をみ るに す

ぎ な い 森 等 は膀 胱 炎,前 立 腺 炎,尿 道 炎 等 に合

併 す る神 経 症 様 症 状 を 呈 す る患 者 に,Balance

の単 独或 は抗 生 剤 との併 用 療 法 に ょる治 験 例 を

発表 し,か な り優 れ た結 果 を得 て い る.し か し

これ らの症 例 の多 くが抗 生 物 質 との併 用 療 法 に

よる成 績 で あ る こ とは,Blanceの 効 果 と抗 生

剤 の 効果 が交 錯 して お りBalance単 独 の有 効 性

に つ い て は や や 問 題 が あ ろ う.著 者 らは こ の点

に 関 して,泌 尿 器科 及 び,そ の 境 界 領 域 の器 質

的 疾 患 を 出来 るだ け除 外 し・ 少 く と も精 神,神

経 的 要 素 が 病 状 の 支 配 的 な もの であ る患 者 を撰
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第1表 バ ランス使用症例

例

症1年

令
性 診 断 投与方法(mg× 日)

投

範
間

症 状 効

果
副作用 原疾患或は

合 併 症投 与 前i投 与後
印

エ42♀ 膀 胱 神 経 症30mg×3T+20mg×7T

244♀ 〃

356〃

4329〃

5316〃

6306〃

761♀ 〃

835♀ 〃

924♀ 〃

1030♀"

1133♀"

1233♀"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

60×7十40×14

2σ×7十10×7

60×14十30×14

40× 工4十20×7

60×7

30×7

30×7

40×5十30×5

30×5

60×5十30×5

40×5十30×5

1344♀ 刺 戟 膀 胱30×5+20×3

14746

15446

1660♀

1755♀

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1830♂ 尿 道 神 経 症

1939尿 道膀胱神経 症

10326尿 道 神 経 症

21226

22386

2327♂

2461♀

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2535δ 性 神 経 症

2612716聖 丸 神 経 症

2768夜 尿 症

60×7十40×5十20×7

60×7

40×5

40×5十30×5

60×5

20×5

60×14

30×7

60×28

30×5

20×5

60×21十30×28

60×5十30×3

10×7十20×14

10残 尿 感,頻 尿

21尿 意緊 迫,残 尿 感

14頻 尿(日 中)

28華震鱗 蔵感

21頻 尿

7頻 尿,排 尿時間延長

7残 尿感,頻 尿

7残 尿感,頻 尿

10頻 尿,尿 道不快感

5下 腹部不快感,残 尿感

ユo頻 尿,残 尿感

10頻 尿,膀 胱部不快

8夜 間頻尿

1g夜 聞頻尿,残 尿感

7頻 尿

5排 尿 後不快,頻 尿

10膀 胱 異物感,頻 尿

5尿 意緊迫

5尿 道部不快感,頻 尿

14尿 道不快感,夜 間頻尿

、消 失 柵 一 右腎小結石

・殆不変 麗力懸繍 簑腫手術

i軽 快 一

、樫 蹄 翻 感膀 胱 炎

…軽 快

…不 変

・稽軽快+脳 卒中,膀 胱炎

軽 快 膀 胱 炎

.軽 快 催 眠 膀 胱 炎

消 失

軽 快+催 眠 膀 胱 炎

軽 快

軽 快 艦懸

消 失 葵 鶉

軽 快朴便 秘

稻軽快+

消 失

梢軽快+

消 失

消 失

7尿 道不快感,排 尿時間延長稽 軽快+

28尿 道不快感 軽 快 什

5尿 道不快感,排 尿時間延長 稽軽快 十

5残 尿 感 梢軽快 十

・9購 梁臨1軽 齢

8右 睾丸部索引感 軽 快甘

21夜 尿(3・-4回)鰹 快 朴

膀 胱 炎

前立腺経尿道的
切除術

膀胱腫瘍切除

カルンクラ切除

膀胱膣痩閉塞

前立腺症

膀 胱 炎

単純性尿道炎
不 妊 症

単純性尿道炎

単純性尿道炎

精 阜 肥 大

カルンクラ焼灼

右副睾丸摘出

択し,向 精神剤Balanceの 使用を試みた.

著者 らの経験例27症 例のうち残尿感,膀 胱部

不快感,頻 尿等の訴の強い所謂膀胱神経症々例

は12例 であるが,2例 の無効例を除いて有効例

が殆んどであつた.原 疾患として尿路器質的変

化或い感染症のあつたもの12例中7例 でこれら

の症例に対しても6例 が稽有効以上の成績であ

る.有 効 症 例 の場 合 は ・Balance内 服 開 始2～

3日 頃 よ り 自覚症 の改 善 に 気付 き・ 次 第 に 膀

胱,尿 道 等 に 関 す る不 安 感,緊 張 感 の消 失 を み

る.症 例5,症 例10は 来 院前 数 ケ 月 に亘 つ て 各

種 の治 療 を受 け た に も拘 らず軽 快 し な か つ た

が,Balanceに ょっ て 劇 的 に軽 快 した 例 で あ

る.
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刺 戟 膀胱 症状 を認 め る5症 例 は い つ れ も原 疾

患 と して尿 路 器 質 的疾 患 を経過 して お り,5例

中4例 が膀 胱 尿 道 に手 術 的 操 作 を 加 へ られ て い

る.膀 胱,尿 道 の手 術 後 に は刺 戦 膀 胱 症 状 が

しば しば惹 起 す るが,こ れ ら全 症 例 にBalallce

が 効奏 して い る こ とは 注 目すべ きこ と と思わ れ

る.症 例14,15,17な どは術 後 の膀 胱 炎 に対 し

て ウ ロサ イダル,フ ラダ ンチ ン,キ モ プ シ ン洗

諜 を施 行 し尿 所 見 が正 常 とな つ て も 尚頻 尿 の続

い た症 例 で,Balallce10日 間前 後 の内 服 で,全

く正 常 に復 した 著 効例 であ る.

尿 道神 経 症 の7例 も又,い つ れ も尿路 疾 患 に

合 併 した もの で あ る.対 称7例 中著 効2例,有

効1例,稽 有 効4例 で全症 例 に効 果 を認 め た.

尿 道神 経 症 も膀 胱 神 経症 と億ぼ 同 じ く患 者 は排

尿 に際 して の 不安 緊 張 或 は恐 怖 感 を もつ も のが

多 く,Balanceが これ ら の神 経 不 安 を 静 穏 に

し,症 状 を 消退 せ しめ るの であ ろ う.尚 自覚症

として 特 に排 尿 開始 まで の時 間 延長 を訴 え る よ

う な症 例 に はBalanceの 内服 だけ で軽 快 させ

る こ とは 困難 な こ とが あ る.こ う した症 例 は 膀

胱 頸部 肥 厚 や 精阜 肥 大 等 の器 質疾 患 に も充 分留

意 し,慢 然 とBalance投 与 を 続 け るべ きで な

い

以上 の症 例 の ほ か,性 神 経 症,睾 丸神 経 症,

夜 尿症 々例 に もBalanceを 使 用 し,各 々有 効

で あつ た.特 に 夜尿 症 々例 に対 して は,Balance

が,て ん か ん様 性 格,て んか ん 発作 に有 効 であ

る こ とな ど と も考 え合 せ そ の有 効性 が 期 待 され

る.著 者 らの経 験 した夜 尿症 の一 例 は ク ロー ル

プ ロマ ジ ン等 に よる各 種製 剤 の 加療 に よつ て も

無 効 で あ つた もの が,Balanceで 軽 快 に至 つ た

もの で,こ の 点 で も注 目す べ ぎ向精 神 剤 と思わ

Zuる.尚 こ の症 例 は1日10mg投 与 で は 少 し

夜 尿 が残 るの で,1日20mgに 増 量 して経 過

観 察 中 で あ る.

症 例20,25は 性 神経 症 々状 を 呈 した も の で,

Balance投 与 に よ りいつ れ も,日 常 の活 動 性 が

向上 し,性 生 活 の 不満 が解1肖され て きて い る.

これ も又将 来 活 用 され る興 味 あ る臨床 作 用 で あ

ろ う.

以上 全 症 例 の効 果 を総 括 す る と全27例 中著 効

6例(22%),有 効11例(4196)稽 有 効8例(30

%),無 効2例(7%)で あ る.従 つ て優 れ た神

経 静 穏 剤 とい う こ とが 出来 る.

泌 尿 器科 領 域 の神 経 症 に は最 初 か ら神 経 症 々

状 を訴 え る例 よ りも,尿 路 の器 質 的 疾 患 の 経 過

中 或 は経 過 後 に そ の症 状 を訴 え る こ と が 多 い

が,こ の 点充 分 注 意 し て向 精 神 剤 適 用 の撰 択 を

す べ きで あ る.即 ち原 疾 患 と神経 症 とが 合 併 す

れ ば,こ の両 者 が 心 身 共 に わ た つ て 悪循 環 し・

長 期 の不 安,緊 張 状 態 が 続 くの で あ り・ この場

合 従 来 の 消 極 的 な 態 度 よ りむ しろ積 極 的 な精 神

平 衡剤 の利 用 に よつ て,神 経 的 な悪 循 環 を遮 断

し症状 の 固定 観 念 か ら解 放 す べ きで あ る.著 者

らは こ う した意 味 でBalanceの 適 用 と効 果 を

考 え て お り,又 臨 床 的 に も こ う した例 が最 も多

か つ た.し か し,尿 路 器 質 的 疾 患 に よ つ て多様

な症 状 を示 す症 例 も 多 く,た だBalallceを 優

れ た薬 と し て,安 易 に 投 与 し慢 然 と経 過 を観 察

して い ては な らな い.

Balanceの 使 用方 法 に 関 して は,最 初 一 般 的

な基 準 量 と し て平 均1日 量(成 人)lmg/kgと

して使 用 し てみ た.こ の場 合 に は 効果 の あ る反

面,副 作 用 と し て下 半 身 の脱 力感,運 動 失 調,

無 力感 を訴 え る もの が み られ た.(初 回1日60

mg投 与 は全27症 例 中11例 で,11例 中5例 に 副

作 用 を 訴 え て い る)そ の た め,投 与 量 成 人1

日30mg～40mgと した と ころ作 用 効 果 は 殆 ん

ど変 らず,一 方 副作 用 症 状 は消 失 し た.Balance

の効 果 発現 は比 較 的 早 く,多 くの症 例 で2～3

日後 か ら 自覚 症 の 改善 に 気付 き始 め る.し か し

効 果 が 充 分 に 認 め られ,軽 快 症状 が固 定 す る に

は5～10日 間 の 加療 が必 要 で あ っ た.軽 快症 状

固 定 前 に 内 服 を 中止 す る と症 状 が再 発 す る こ と

が 屡 あ り,従 つ て著 者 らは 軽 快症 状 が 固定 して

か ら後,略 初 回 の1/2量 を 更 に初 回 治 療 日 数

に準 じて継 続 投 与 す る.著 者 らの 症 例 の 治療 期

間 は最 短5日,最 長49日 に及 ぶ が,治 療 効 果

とい う面 か ら短 期 間 で打 切 る よ りは,あ る程 度

長 期(1～2週 間 以 上)の 療 法 が 好 ま しい .

上 述 した 観 点 か ら,成 人 に 対 す る投 与 法 を 次

の よ うに考 え て い る.1日 量30～40mgと し初

回 治療 期 間(5～7日)服 用 せ しめ る.こ の初
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回 治 療 で軽 快 した も の は1日 量10～20mgに 減

量 し,再 び5～7日 間投 与 して 治 療 を 中 止 す

る.症 状 が 幾 分 が 好 転 す る も充 分 で な い も のに

は 更 に初 回 と同 量 同期 間 続 け,経 過 に よつ て減

量,投 薬 中 止 に 至 ら しめ る.約2週 間 に及 ぶ 内

服 に も拘 らず 効 果 の 少 い もの或 は全 く症 状 の 改

善 のみ られ な い もは,他 の治 療 法 を 検 副 す る必

要 が あ る.

尚著 者 らの臨 床 例 はBalanceの 単 独 療 法 に

ょるもの で あ る が,尿 路 感 染,炎 症 を合 併 し て

い る場 合 は他 の抗 生 剤 との 併 用 も当 然 有 効 な 方

法 と思 わ れ る.

副作 用 は全 症 例27例 中7例(26%)に み られ

た.一 般 に運 動 失 調,眩 量,興 奮 性,食 慾 充

進,性 慾 充 進 乃 至 減 退,催 眠 作 用 等 が指 摘 され

てい るが,著 者 らの経 験 で は催 眠 作 用 を認 め た

ものが4例 で最 も多 く,そ の他 脱 力感,運 動 失

調,又 一例 に便秘 症 が み られ た.投 与 量 との関

係 は1日60mg投 与 した場 合 に多 く出 現 し,

一 日量30～40mgと す れ ば 副作 用 は極 め て少

くな る.1日 量40mg以 下 の投 与 で は唯2例

に のみ 催 眠作 用 が 認 め られ た.こ れ らの 副作 用

は いず れ も極 め て軽 度 な も の で,投 薬 量 の 減量

或 は投 薬 中止 に よつ て容 易 に消 退 す る.

Balanceは 以上 にみ られ る よ うに,作 用面 の

広 大 であ るに も拘 らず,自 律神 経 症 状 の 惹起 さ

れ る ことが 少 く,又 活動 性 は保 持 され て精 神 平

衡 作 用 の確 実 な点,泌 尿 器 科 領 域 に お い て も今

後広 く利 用 され る優 れ た製 剤 であ る と い え よ

う.
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1)泌 尿 器科 領 域 に み られ る神経 症 患 者 に,

Chlordiazepoxide(Balance一 山之 内)を 応 用

し,好 成 績 を収 め た.全 症 例27例 中,著 効6

例,有 効11例,稻 有 効8例,無 効2例 であ つ

た,

2)使 用量 は成 人 に対 し て1日30～60mgを

投 与 した が,1日60mgで は 若 干 副 作 用 が み

られ るの で,1日30mgと す れ ば有 効且 つ 副

作 用 もな い 又投 与 期 間 は最 短5日,最 長49日

で,5～14日 間 の もの が最 も多 い.

3)副 作 用 と して重 篤 な 症 状 を 認 め た も の は

一 例 もな か つ た .し か し ご く軽 度 で あ る が催 眠

作 用 等 の 認 め られ る も のが あ り,こ れ らは投 与

量 減 少或 は投 与 中 止 に よつ て容 易 に消 失 す る.

4)Balallce投 与 方法 に つ い て.著 者 ら の経

験 か ら,初 回治 療 とし て5～7日 続 け,そ の経

過 に よつ て投 薬 中止,減 量,継 続 を検 討 し少 く

とも7～14日 間 は 内服 せ しむ べ ぎで あ る 考 え

る.

5)Balanceは,そ の作 用 面 の広 大 な わ りに

副 作 用 の稀 少 な こ とは,理 想 的 な 精 神 平 衡 剤 と

して,各 種 領 域 に広 く応 用 され よ う
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